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本 「ガイ ドライン」は、MPEG2(H。 262)動 画像符号化方式に準拠した端末
の相互接続試験の実施に関して規定したものである。

第 1章  背 景及び目的

1.1 背 景

ITU― Tや  Iso/1EC で 標準化された画像符号化に関する勧告MPEG2

(H.262)は 、放送品質レベルの動画像のディジタル通信を可能とするもので、各
分野でその活用が期待されている。

情報ハイウェィに象徴されるように広帯域ネットワークの拡大とともに、普及が飛躍
的に進展するものと予想されるが、その健全な発展と普及を図るためには、標準に基づ
いて開発された端末間の相互接続に関するさまざまな課題を順次解決し、その成果を標
準にフィー ドバックする必要がある。

1.2 目 的

上記標準に基づく製品が市場に広まりつつある状況の中で、各ユーザにおける円滑な
MPEG2(H.262)に 基づく製品の利用を促進するためには、各製品間での相互

接続性の確保が必要不可欠である。しかしながら、今後予想される製品機能の多様化に
より標準に準拠し製造されている製品同士でも相互接続性が必ずしも確保されていない

場合があり、相互接続試験の実施による接続性の確認が必要となる。

本 「ガイ ドライン」は、上記の状況のなかで各社の製造する製品間での相互接続性を

確認するために実施すべき相互接続試験の内容、手順について規定するものである。

今後、本 「ガイ ドライン」に基づき、通信機械工業会が事務局を務める 「MPEG2

(H.262)相 互接続試験実施連絡会 (以下 実 施連絡会と略す)」 等において具体的
な相互接続試験が実施され、各製品間の相互接続性の確保が図られるが、その結果、我
が国におけるMPEG2(H.262)に 基づく製品による放送品質レベル動画像のデ
ィジタル通信の本格的な展開に向けた環境の整備が進展するとともに、標準自体の実効
性も高められ、新たな標準を策定していく場合の参考として活用されることが期待され
る。

1.3 相 互接続試験の範囲

本 「ガイ ドライン」による相互接続試験の対象端末は、 (社)電 信電話技術委員会 (以
下TTC)が 制定した標準仕様に適合したものである。本ガイ ドライン第 1版 を規定し、

現存標準仕様の組み合ゎせを範囲として実際上必要な条件に於いて相互接続を実施する。

本ガイ ドラインは、今後の標準制定に応じて随時改版していくものとする。
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第 2章  試 験の前提条件

2.1 該 当する標準 (注1)

1)端 末            JT― H310(注 2)

2)ビ デオ符号化方式      JT一 H262

3)多 重分離          」 T一 H222.0

4)オ ーディオ符号化方式     (ISOttEC H172‐ 3、13818‐3)

5)通 信制御          JT一 H245(注 2)

6)ユ ーザ ・網インタフェース  JT一 Q2931、   」 T一 1363

」T一 G703a       他

7)そ の他

(注1)試 験に供する端末は、標準勧告で規定されている必須事項については、

それに従わなければならない。必須でない事項や解釈の曖味な事項の

取り扱いについては、実施連絡会で討議の上申し合わせるものとする。

添付資料 1に 、 「条件並びに留意すべき事項」の例を示す。

(注2)本 ガイ ドライン第 1版 に於いては使用しない。

2.2 網 へ接続するための諸手続

通信事業者がサービスする公衆網 ・専用網に接続して試験を実施する端末は、以下の

何れかの認可を取得しておくことが必要である。

1)(財 )電 気通信端末機器審査協会の 「技術的条件適合認定」

2)NTTな どの適合検査

2.3 事 前確認試験

相互接続試験に参加する端末は、事前に可能な限りの自社試験を行い接続性の検証や

安定性の確認をしておくこと。
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第 3章  相 互接続の条件

3.1 端 末の種類

端末には、

1)TTC標 準 」T― G703aに 準拠した回線インタフェースを有する

G.703端 末 (注1)

2)TTC標 準 」T一 Q2931、 JT一 1363に 準拠した回線インタフェースを

有するATM端 末

がある。

接続試験は原則として、同じ回線インタフェースを有する端末間で行うものとする。

(注1)本 書で規定するG。 703端 末は、G703aフ レームのタイムスロット
'と

MPEG2ト ランスポー トス トリーム (TS)の バイ トアライメントが

保証されていないことを前提とする。

3.2 通 信の方向性

端末は映像 ・音声各々について双方向の通信が出来ることを条件とする。但し、それ

らが送信機 。受信機というように分離されていても良いものとする。

3.3 映 像 ・音声通信プロトコル (手順)

通信路が形成された後の映像と音声の通信は、各端末を予め申し合わせたモー ド・パ

ラメータに設定した状態で無手順で行う。

3.4 試 験端末間の接続

接続試験は実回線の使用を基本とするが、本ガイ ドライン第 1版 に於いては端末種類
ごとに各々以下の方法の何れかで行う。接続方法や動作形態の選択などは事前に申し合

わせて決めるものとする。

3.4.l G.703端 末

誤り訂正符号化 (リー ドソロモン)、 エネルギー拡散、インタリーブなどは申し合

わせに従い事前に設定する。

1)バ ック ッ ウ バ ック (以下BTB)接 続とする方法

回線インタフェース間で直接端末どうしを接続する方法である。

.一方の端末をクロックのマスタに、もう一方をスレーブに設定する。

何れの端末も、受信側は常にスレーブで動作するものとする。

2)実 回線または回線シミュレータを使用する方法

端末からは回線と接続されていると見える接続方法である。

両端末とも回線側に従属同期する。

3.4.2 ATM端 末

出力形態 (OC-3、 STM-1)や ATMア ダプテーション ・レイヤ  (AAL
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-1、 AAL-5な ど)な どは申し合わせにより事前に設定する。

1)BTB接 続とする方法

回線インタフェース間で直接端末どうしを接続する方法である。

一方の端末をクロックのマスタに、もう一方をスレーブに設定する。

何れの端末も、受信側は常にスレーブで動作するものとする。

2)実 回線または回線シミュレータを使用する方法

端末からは回線と接続されていると見える接続方法である。

相手端末との接続は双方が順に行う。

両端末とも回線側に従属同期する。

3.4.3 留 意事項

回線 (または相手端末)へ の接続に必要なケーブル類は性能を維持できる範囲で十

分な長さのものを各端末ごとに準備するものとする。

3.5 映 像の接続

映像は常に動きのある画面が評価しやすい。従って、映像ソースは良好な画質である

ことを前提に、蓄積型ソース (VTR、 LDな ど)を 使用することが望ましい。

(テレビカメラを使用する場合は、十分留意すること。)

受信映像の確認 ・評価には、カラーモニタなど表示器を使用するが、映像の再生同期

の確認には引き込み範囲の狭い業務用モニタが有用であり、使用を奨める。

3.6 音 声の接続

音声の評価には連続した音が適している。従って、音声ソースは良好な音質であるこ

とを前提に、蓄積型ソース (CD、 CTR、 VTR、 LDな ど)を 使用することが望ま

しい。再生の確認はスピーカまたはヘッドホンなどによるものとする。評価を確実にす

るため、各端末は事前に実施連絡会で申し合わせる音声入 ・出カレベルに調整するもの

とする。端末に調整機能が無い場合は、外部に付加装置を接続して実現しても良い。

リップシンクなど画像と音声の同期は一致していることが望ましいので、評価者が 「ズ

レ」を感じた場合は関係者の了解のもとに指摘事項として記録することとする。その結

果の扱いについては、実施連絡会で決めるものとする。

尚、エコーキャンセラ処理の有無は、原則としてハウリングなどで試験の判定に重要

な支障をきたさない限り問わない。
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第4章  相 互接続試験の実施方法

4。 1 試 験環境

本試験を実施するに当たっては広帯域通信回線の確保が必要であるが、広帯域通信回

線が容易に確保できないことを予想し、当面以下の環境の何れででも成立するものとす

る。

1)通 信事業者がサービスする公衆網 ・専用網または同等のものを使用し、端末間を

接続する。

2)端 末間を網を通さず直接接続するかまたは擬似網を通して接続する。

従って、各端末の設置場所は参加者が決定する場合と一堂に会する場合などが考えられ

るが、必要に応じ相互接続実施連絡会で定めるものとする。

本ガイ ドライン第 1版 では次の環境で実施する。

1)試 験に於ける端末間の接続を図4.1に 示す。

図4.1 端 末間の接続

2)接 続は端末 1台 どうしの固定接続とする。

3)各 端末の設置場所が異なる場合は、各場所に連絡用の電話などを用意すること。

4)試 験時に使用する各種ソースや機材は事前に実施連絡会で検討の上、準備するもの

とする。

4.2 実 施方法

接続試験は以下で実施する。

1)予 め申し合わせた期 日に、本章で規定する手順、項目により実施する。

2)実 施に先立ち、別紙 1に 示す 「試験に供する端末の能力に関するアンケー ト」によ

り、参加端末の機能 。能力を実施連絡会へ申告する。

3)接 続の組み合わせは参加各社端末の総当たりとする。

接続試験の組み合わせ表のサンプルを別紙 2に 示す。

但し、 1社 で複数機種参加の場合には、それら機種間の相互接続試験は、参加社の

責任に於いて既に完了しているものとし、原則として自社機種間は組み合わせには
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含めない。

4)試 験時間割に従い相互接続試験を実施する。

スケジュール表のサンプルを別紙 3に 示す。

5)ト ラブルの有無にかかわらず、試験は割 り付けられた試験時間内に終了させる。

6)試 験は4.4節 に示す項目について行う。

4.3 試 験手順

4.3.l G。 703端 末間の接続

1)各 端末を予め申し合わせた伝送速度、モー ド・パラメータに設定する。

2)映 像や音声のソースやモニタの動作を確認の上、各端末に接続する。

3)端 末間を直接伝送ケーブルで接続する。

端末間の申し合わせによリー方の端末の送信クロックをマスタに、他方をスレーブ

に固定設定する。何れの端末も、受信側は常にスレーブで動作するものとする。

4)端 末を動作させ、安定したことを宣言した後、相手側の映像と音声 (その他試験項

目に含まれるもの)が 正常に受信できることを確認する。

4。 3.2 ATM端 末間の接続

1)各 端末を予め申し合わせた伝送速度、出力形態 (OC-3、 STM-1)、

モー ド (注1)・ パラメータに設定する。

(注1)使 用する光ケーブルのモー ド (シングル、マルチ)が 異なり、光レベルが合

わない場合は、事前に確認の上必要に応じアッテネータを使用するなど外部

で調整するものとする。

2)映 像や音声のソースやモニタの動作を確認の上、各端末に接続する。

3)端 末間を直接伝送ケーブルで接続する。

端末間の申し合わせによリー方の端末の送信クロックをマスタに、他方をスレーブ

に固定設定する。何れの端末も、受信側は常にスレープで動作するものとする。

4)端 末を動作させ、安定したことを宣言した後、相手側の映像と音声 (その他試験項

目に含まれるもの)が 正常に受信できることを確認する。

4.4 試 験項目

本ガイ ドライン第 1版 に於いては、参加端末間総当たりで

・映像 ・音声の通信

を確認する。

試験項目は、必要に応じ追加 ・改版するものとする。

4.5 成 功の判定

成功の判定は、 3.4。 1ま たは3.4.2に 示される回線インタフェースの少なく
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ともどちらか一方に対して、映像 。音声の通信が 3分 以上問題なく継続できたことを確

認することで行う。途中で何らかのエラーが認められた場合は、復旧した時点から更に

3分 以上の正常通信を確認する。この場合、今後の有益な共用情報とするためにも、支

障無い範囲で状況 (現象 ・原因 。処置など)詳 細を別紙 4の チェックシー トに記載する

事が望ましい。

[補足]

a.エラーの発生の原因としては端末そのものの問題と外部回線系の問題とが考え

られる。通常試験中の切り分けは難しいが、回線系のチャンネルを変えること

やマスタクロックを変更するなど試みることは有用であろう。

b.接続試験中定められたスケジュール内であれば、電源投入後や端末リセット後

安定するまでの時間は間わない。端末が安定した時点 (各端末の自己申告)か

ら接続試験を開始するものとする。
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第 5章  試 験結果の報告と承認

5.1結 果の取扱

受験者は、良好な結果を修めた場合、本試験の結果を用い 「TTC標 準準拠確認制度」に

基づいて 躙Ю に届け出ることで、口PCマ ークの貼付又は取説書への表示が可能になる。

なお、試験により確認された標準規定内容の問題等については、適宜標準化活動への

フィー ドバックに活用される。

取 りまとめ会社は、各社の結果が揃ったら、結果を取りまとめて MPEG2(H。 262)相 互

接続実験連絡会に提出する。
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別紙 1

「試験に供する端末の能力に関するアンケート」

送付先 :

FAX:

記入 日

会社名

謹 岩

連絡丼 FAX

E―ma:

グループ : ご希望のCro

1.回 線インタフェース

tive fie!d extention

onditional access table
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別紙 2(サ ンプル)

第  回  MPEG2(H.262)相 互接続試験・試供端末一覧表

G.703a接 続グループ参加端末一覧表

会社名 試験担当者氏名 電話番号 試験用

番号端末機種名 所属 電子メールアドレス

ABC社 □ □ □ □ 03-3YYY一 YYYY A

CODEC-1 XXXtt ZZZ課 aaaaaaaa@bbb.ccc.ddddd.eejp

B

C

D

E

F

G

H

へTM接 続グループ参加端末一覧表

会社名 試験担当者氏名 電話番号 試験用

番号端末機種名 所属 電子メールアドレス

A

B

C

D

E

F

G
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別紙 2(サ ンプル)

接続試験組み合わせ表

試験用番

万

A B C D E F G H

A ○ O O ○ O ○ ○

B ○ O ○ ○ ○ O

C ○ ○ 0 ○ O

D O O ○ ○

E O ○ ○

F O ○

G ○

H

○ :対向組み合わせ
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別紙 3(サ ンプル)

MPEG2(H.262)相 互接続試験スケジュール表

接続試験実施日  平 成  年   月   日 ( )

接続グループ : G.703a端 末

注)lA、 2A、 。 ・は試験時間割コー ドを示す。

参加端末試

験用番号

A B C D E F G

A l A 2A 3A 4A 8A 9A

B 9B 6 B 7 A 2B 8B

C 7B 1lB 3B 10A

D 10B 4B 5B

E 5A 6A

F l B

G

接続試験時間割コード

時 間 試験場A 試験場B

13:00-13:25 l A l B

2 13:25～ 13:50 2 A 2 B

3 13:50～ 14:15 3 A 3 B

4 14:15～ 14:40 4 A 4  B

5 14:40～ 15:05 5 A 5 B

6 15:05～ 15:30 6 A 6 B

7 15:30～ 15:55 7 A 7  B

8 15:55～ 16:20 8 A 8 B

9 16:20～ 16:45 9 A 9  B

10 16:45～ 17:10 10A 10B

17:10～ 17:35 1l B
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別紙 4

MPEG2(H.262)相 互接続試験 チ ェックシー ト

送付先

FAX

E‐mail:

[端末 B:

[試験日時場所:

[端末 A設 置:

[端末 B設 置:

年  月

□実施会場

□実施会場

”

他

他

日

□

□

(会場:

,TEL

,TEL

]

)]

)]

)]

設定

端末形態 □G.703端 末 □A T M端 末

モード/

パラメータ

RS

インタリーフ
'

E拡 散

□。ｎ
□。ｎ
』

醐
町
町

□OC‐3 □ S型[1 □ 他(    )

□AAL5 □ AALl □ 他(    )

VPI=(     ),VcI=(     )

回線速度 □6。144Mbps  □ 他( Mbp●

接続方式 □BTB □回線シミュレータ □実回線

マスタークロック □端末A  □ 端末 B

入カソース □VrR □ LD □ 他( ):内 容(

レテスロ頁ロリス

No。 項  目 結果(O or× 備考

1 マ

ス

タ

ー

音 声 □256kbps

□384kbps

2 画 像 □SPOML

□MPOML

3 ス

レ

ー

ブ

音 声 □256kbps

□384kbps

4 画 像 □SPoML

□MP@L〔 L

L`田MO:
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付録 1

相互接続試験にあたつての条件並びに留意点

1.G.フ 03(6M)フ レームのタイムスロットとトランスポートストリーム(TS)のパイトアライメントの関係

(回線のフレーム構成とMPEG2(H.262)ス トリームの関係の明確化)

(状況)6Mフ レームのタイムスロットとTSの パイトアラインが取れていないと、デコードできない装置があつた。

(対応)勧告でバイト同期は保証されない為、デコーダ側でバイト同期が取れていないデータが来ても動作可能

にする。

2.音 声入出カレベルの規定

(状況)エンコーダの音声入カレベルとデコーダの音声出カレベルが異なることにより、再生音声のレベルが音

声ソースレベルと異なる。

(対応)勧告には規定がないが、今後、相互接続試験のルールに規定が必要。

3.ATMで のTSレ ートの考え方

(状況)CBRの レートをVBRの 最大レートとしている装置があつた。

(対応)MPEG2(H.262)相 互接続試験基本ルールステップ1編の規定に従い、CBR(6.1 44Ы t/s)とする。

4.27Mの PLL明 確化(PCRの ジッタ)

(状況)PCRに ゆらぎ(ジッタ)がある装置があつた。

(対応)勧告の規定に従う。

PCR許 容偏差は±500nsec以下とする。

5.PAT,PMTの 空白部分のデータ

(状況)Ox00を 入れている装置があつた。

(対応)勧告の規定に従う。

O x F Fを入れる。

6.PCRと DTS/PTSの 時間関係

(状況)PCRと DTS/PTSの 時間関係が逆転している装置があつた。

(対応)勧告の規定に従う。

PCRは DTS/PTSよ り時間的に前であり、およそVBV_delayだ け離れている必要がある。

(DTSと PCRの 差は、初期VBVパ ッファ蓄積量と同じになる。)

7.SPモ ード時ODTS表 示

(状況)Low_delay_■ ag=0の ときに、PTSだ けのストリームがあった。

(対応)勧告の規定に従う。

Low_delay_flag=0の ときにはPTSとDTSの 両方を必ずストリームに付ける。

8.VBV bufFer sizeの サイズ

(状況)勧告で規定されているサイズより大きい装置があつた。

(対応)勧告の規定に従う。

MP@MLま たはSP@MLの ときには 、VBV_butter sizeは 1.8Mb■ 以下 のストリー ム とする。

9.オーディオフレームに対応するタイムスタンプ値

(状況)タイムスタンプ値が不適切で、受信音声の音程が乱れる。

(対応)勧告の規定に従う。
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付録 1

10.回 線クロックがマスタ時の受信データの抽出方法

(状況)回線からデータを受信・抽出する際、自機の自走クロックでデータを抽出する社があった。
(対応)受信側は常にスレーブ動作に変更する。

11.ファイバーのシングルモードとマルチモードの接続
(状況)シングルモードとマルチモードの出カレベルの違いにより通信できない装置があった。
(対応)装置とファイバーの間にアッテネータを入れ、レベル変換をおこなう。
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付録 2

今後の検討課題点

以下については、本ガイ ドライン第 1版では含まれないことから、今後次版以降又は別

編の作成時において標準化の状況や製品化の状況を踏まえ再度検討する必要がある。

(l)呼設定機能

(2)能力交換機能

(3)H.310端末機能
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●本ガイドラインの最新版については、‐Cホ ームページの 「TC標 準 。出版物案内」の

「相互接続試験実施ガイドライン」の項目にて最新の版数をご確認ください。

(ホームページ http://www.ttc.or.ip/)

TTC相 互接続試験実施ガイドライン TTC― G-023-Vl

MPEG2(H.262)相 互接続実施ガイドライン 第1版

2000年7月30日 発 行      定 価1,800円 (本体1,715円)

発行所   社 団法人電信電話技術委員会

〒1050013  東 京都港区浜松町1‐2-11

浜松町鈴木ビル2F

TELOめ 3432-1551  FAX。(03)3432-1553

印刷所   い 一ニニ書房

◎社団法人電信電話委員会 2000




